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第二次山陽小野田市総合計画基本構想改訂版（素案）  

平成 30 年度（2018 年度）～令和 11 年度（2029 年度） 

第１編 序論 

 第２章 計画の背景と課題 

  ４ 課題の整理 

    農業、商業については、後継者不足や従事者の高齢化などにより  

活力が低下しており、経営体への支援、育成が必要となります。ま 

た、若者の定住促進に向けて、山陽小野田市立山口東京理科大学と  

の産学官連携による新産業の創出や企業誘致等を促進し、新たな雇  

用を生み出す必要があります。そのほか、特産品の開発を促進する 

ことなどにより、地域経済の活性化を図る必要があります。  

さらに、ゴルフ場など本市の魅力を活かし、インバウンド※８の推進 

を含めた観光振興により、交流人口の増加が必要です。  

５ 教育・文化・スポーツ 

 学校教育については、山陽小野田市立山口東京理科大学との連携に  

 より今後も質の高い教育環境を保ちながら、社会教育も含めて、学校  

 や家庭、地域が一体となって教育環境を充実していく必要があります。 

 青少年を取り巻く環境が大きく変化している中で、青少年の健全育成  

 についての取組が必要となっています。また、豊かな市民生活の実現  

 を目指すためには、ガラス文化やサッカーなど本市の特色を活かした  

文化・スポーツによるまちづくりを展開することが必要です。  

 

第２編 基本構想 

 山陽小野田市の将来像 

  ３ 基本目標 

基本目標(4) 産業・観光 

～地域資源を活かした活力ある産業のまち～  

 本市を発展させ、活力とにぎわいを生み出す源は産業活動にあり  

 ます。市民の豊かな暮らしを実現するため、山陽小野田市立山口東  

 京理科大学を活用した新産業の創出や人材育成、広域交通の利便性 

 の高さなど企業立地の優位性を活かした企業誘致、中小企業への支  

 援、魅力ある働く場の創出支援により地域経済の活性化を図ります。 

 豊かな自然、歴史文化資源などの本市の魅力を活かして、観光・ 

 交流人口の増加を図るほか、地産地消の推進や地域ブランドの創出  

を目指します。 
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  ５ 将来の都市構造 

   ２ 主要な拠点の配置 

●学術研究拠点 

山陽小野田市立山口東京理科大学については、「学術研究拠点」 

として位置づけ、大学が持つ専門知識、人材の活用を通じて、 

産学官連携の推進による産業振興、学校教育における理科教育 

の支援、地域における生涯学習の充実を図ります。  

 

第二次山陽小野田市総合計画中期基本計画（素案）  

令和４年度（2022 年度）～令和７年度（2025 年度） 

第３編 中期基本計画 

 重点プロジェクト 

  重点施策２ ひとを創る 

    妊娠期から始まる一貫した子育て支援や特色ある学校教育の推進  

等により、夢や希望、生きがいを抱きながら笑顔で人生を歩むこと  

ができるひとや、「協創によるまちづくり」の担い手となるひとを創  

ります。 

   ２ 学校教育の推進・小中高大の教育連携  

     子どもが笑顔で学校生活を送るとともに、豊かな人間性を備え  

ることができるよう、デジタル技術を活用しながら、特色ある教  

育内容の充実や、教育環境の整備を図ります。また、小学校・中 

学校・高等学校・山口東京理科大学の学校間の連携により、教育  

の質の向上を図ります。 

  重点施策３ まちの価値を創る 

    ガラスやかるたなどの文化、サッカーやパラサイクリングなどの  

スポーツに加え、広域交通の利便性の高さなどに代表される本市の  

「住みよさ」、山口東京理科大学の知的資源、工業都市として発展す 

る中で培った技術力・人材など地域特性を活かしながら、まちの価  

値を創ります。 

  ３つの横断的施策 

   山口東京理科大学との連携 

     工学部と薬学部を擁する山口東京理科大学の知的資源を活用し、 

地域経済の活性化、学校教育や生涯学習の質の向上、地域の活性  

化を図ります。 
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 第４章 産業・観光 ～地域資源を活かした活力ある産業のまち～  

基本施策２２ 企業立地の推進 

  ○2029 年のあるべき姿 

小野田・楠企業団地の全区画において企業進出が実現し、更な 

る企業誘致を図るため、未利用地の発掘、新たな団地の造成、サ  

テライトオフィス等の設置など、受け皿の方向性を定めた上で誘  

致活動を継続するとともに、定期的な企業訪問を実施し、市内企  

業の事業拡大を支援している状況となっています。また、市内企 

業と山口東京理科大学が連携を深め、新商品・新技術の開発はも  

とより、人材育成や事業活動における課題解決など幅広く連携で  

きる環境になっています。 

○現状と課題 

・市内企業と山口東京理科大学が、新商品開発など幅広く連携で  

きるような環境を整備していく必要があります。  

○４年間の目標 

・企業と大学のマッチングの場の提供  

基本事業２ 産学官連携の推進 

地元企業、山陽小野田市立山口東京理科大学、商工会議所と連  

携を強化し、新しい産業・技術の創出に向けた環境の整備に取り  

組み、地域経済の活性化を目指します。  

基本施策２６ 学校教育の推進 

○2029 年のあるべき姿 

急激に変化する時代の中で子どもたちが自分のよさや可能性を 

認識するとともにあらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多  

様な人々と協創しながら持続可能な社会の創り手となることがで  

きるよう、確かな学力、豊かな心、健やかな体を育成する学校体  

制が整えられています。また、山口東京理科大学をはじめ地域の  

教育資源を活用することで学校教育の質が向上しています。  

○４年間の目標 

・幼稚園・保育所、小学校、中学校、高等学校、大学との連携の  

推進 

基本事業４ 学校間連携教育の推進 

小学校と中学校の９年間で児童生徒に身に付ける資質・能力を 

明らかにした教育を展開していきます。中学校区を単位とした 

小・中学校が連携した地域連携カリキュラムを策定するとともに、 
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幼稚園や保育所との連携や高校や大学との連携を進め、教育の質  

の向上を図ります。 

基本施策２９ 山口東京理科大学の教育環境の整備・充実  

○2029 年のあるべき姿 

山口東京理科大学の教育施設等の整備・充実を大学と連携して 

進めることにより、質の高い教育研究活動及び次代を拓く人間性  

豊かな人材の育成が行われるとともに、大学の知的・人的財産等  

を積極的に活用し、産学官及び地域社会との連携が展開され、地  

域の高等教育機関として公立大学に期待される「知（地）の拠点」 

の役割を果たし、地方創生の推進に貢献しています。また、大学 

施設が充実することにより、大学での学生生活の満足度が向上し  

ている。 

○４年間の目標 

・大学の必置施設である運動場の整備  

基本事業１ 山口東京理科大学の教育環境の整備・充実  

教育環境及び学生生活の充実を図るため、運営費交付金を山口  

東京理科大学に交付します。また、大学と連携して運動場、テニ  

スコート、駐車場を整備します。 


